












































( 12 X 2 = ? J )。
-赤血球ができる過程
はじめは核や小器官があった。

[抽出を期待する事項]
. sos (ドデシル硫酸ナトリウム)
どんな物質?どんな性質?
-界面活性剤とは? どんな種類がある?
-ポリアクリルアミドゲル電気泳動 (PAGE)
アクリルアミドはどのような物質か
電気泳動とはどういう方法?何のためにするのだろう?
.膜タンパク質
どんなもの? なぜこれまで分析できなかったの?
膜タンパク質は他のタンパク質とは異なる特別な性質がある→それ
は「疎水性」→疎水性が高い物質は水に溶けにくい→sosはそれ
を解決してくれる(なぜなら界面活性剤だから)→どうしてsos
は疎水性分子を可溶化することができるのか
• 6本のバンドはどんなタンパク質?
赤血球膜には6種類のタンパク質があるということだろうか?
(Fairbanksらは、太く見えるバンド=主要な膜タンパク質にのみ
1 "-' VIとナンバーをつけ、解析したが、何も印を付けられていな
いバンドが少なくともあと4本は見える →ガイドに解説)
[抽出が予想されるその他の事項]
・細胞膜を sosで溶解したら、細胞膜の構成成分はどのようになってい
るのだろう
リン脂質はsosと混合ミセルを形成し、膜タンパク質はその疎水
性領域にsosのアルキル鎖が多数結合し、 sosの親水基のために
可溶性となっている。
-なぜゴーストがサンプルとして選ばれたのか
膜タンパク質のサンプルとして最も容易に得ることができる細胞膜
. Plのレーンにみえているタンパク質のバンドは?
最も太い(多い)ものはアルブミン(分子量 69，000)
・Hや W のレーンにみえているタンパク質のバンドは?
ゲルの先端近くにヘモグロビン(分子量16，500)の太いバンドだけ
が目立つ
• 6本のバンド以外ロ見えるバンドは何だろう?

[抽出を期待する事項]
-丸い方が一見良さそう。
→「つぶれている赤血球」は正常の形。
なぜ赤血球はその形をしているのか
(他の細胞ではなぜその形でないのか)。
その形が持つ特徴は何か。
その形にはなにか利点があるのか。
-電気泳動のバンドに違いがある。
3番目のバンドが全く見られない。
4.2や6のバンドも薄くしか見えない。
→バンドとして見えなくなっている(欠損、異常)膜タンパク質と、
形態異常の聞に関係はあるのだろうか。もしそうだとしたら、それ
らのタンパク質が赤血球の形態維持に重要な役目を持っているので
はないか。
[抽出が予想されるその他の事項]
(遺伝性)球状赤血球症
-この球状赤血球をもっているとなぜ貧血になるのだろう
→形が変わるだけではなく、壊れやすくなる
球状は体積に対する表面積の割合が最も小さい。それは形を変え
る余裕がほとんどない事を意味する。赤血球は毛細血管の中を猛
スピードですり抜けていく。その際にうまく変形できないものは
圧力に耐えられず破壊される(溶血する)。
また、膜骨格の一部がないことから、膜の強度は低下している
(浸透圧抵抗性などにより評価できる)。
・ほかに赤血球の形態異常を来す疾患はないか
「つぶれているのは」正常/異常なのか
長所/短所なのか
赤血球だけか
理由があるのか
中味が外側に比べて(細胞質が細胞膜に比べて・
0 容積が表面積に比べて)少ないから
形を変えやすいから
膜骨格が内側から支えているから
